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	本章では、本研究が対象とする「断絶創発 issue」および「意味温度・メタ学習 issue」が生じる背景について、現行の大規模言語モデル（LLM）アーキテクチャの構造的特性を踏まえて詳細に考察する。
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	・意味温度管理による創発制御の欠如：
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	【まとめ】
	現行のTransformerおよびLLMアーキテクチャは、
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	・意味温度・メタ学習 issue
	という二重の未解決課題を定義し、これを解決する意味モノポール創発モデルを提案するものである。
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	3.3 総括
	本章では、本研究が提案する意味モノポール創発モデルの詳細なアーキテクチャと処理プロセスについて説明する。
	本モデルは、前章で述べた断絶創発 issueおよび意味温度・メタ学習 issueの双方を同時に解決するための統合的設計を採用している。
	4.1 意味モノポール創発プロセス
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	入力系列（自然言語文など）は、意味順序や文法構造を反映した構造ラベル列 L = {l₁, l₂, …, lₙ} として記憶される。
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	（1）意味スコア変動と寿命制御
	断絶創発過程で得られた意味スコア S(t) の変動 ΔS(t) を記録し、次式による寿命関数で管理する。
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